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急性被ばく 
（大量の放射線を短時間に受けた） 

慢性被ばく 
（少量の放射線を長期間にわたって受けた） 

高線量被ばく 
（大量の放射線を受けた） 

低線量被ばく 
（少量の放射線を受けた） 

被ばくの形態と影響 

皮膚障害 
吐き気 
脱毛？ 

急性障害は 
大量の放射線を
短時間に受ける
と起こります 

人体への影響 

　人体が放射線を受けたことにより、身体に影響を及ぼすかどうかは、外部被ばくか
内部被ばくか、全身被ばくか局所被ばくか、局所被ばくであるならば、どこに受けた
のか、そしてどのくらいの量の放射線をどのくらいの期間で受けたかによって決まり
ます。
　放射線の身体的影響の種類や程度については、こうした情報が多ければ多いほど、
正確に判断することができます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響

９
　
人
体
へ
の
影
響

74

放射線影響の分類 

潜伏期間 例 線量反応関係※2 

影
響
の
出
現 

身体的影響 

数週間以内 
＝急性影響 
（早期影響） 

急性放射線症※1 

急性皮膚障害 

細胞死/細胞変性 
で起こる 
確定的影響 

数か月以降＝
晩発影響 

胎児の発生・発
達異常(奇形) 

水晶体の混濁 

がん・白血病 
突然変異で起こる 
確率的影響 

遺伝性影響 遺伝性疾患 

※1：主な症状としては、被ばく後数時間以内に認められる嘔吐、数日から数週間にかけて生じる下痢、 
  血液細胞数の減少、出血、脱毛、男性の一過性不妊症等。 
※2：一定量以上の被ばくがないと発生しない。 

人体への影響 

　放射線の人体影響は、大きく分けて、放射線を受けた本人に出る影響と子どもや孫
など子孫に出る影響があります。
　また、被ばくしてから症状が出るまでの時間による分類もあります。被ばく後、比
較的早く症状がでる ｢急性影響（早期影響）」と、数か月後以降に現れる ｢晩発影響｣
に分けることができます。
　もう一つの分類方法は、放射線の影響が生じるメカニズムの違いによる分類です。
　｢確定的影響｣ は、臓器や組織を構成する細胞が多数死亡したり、変性したりする
ことで起こる症状です。例えば、比較的多量の放射線を浴びると、数週間以内に皮膚
障害を起こしたり、造血能低下により血球の数が減ったりすることがあります（急性
放射線症）。また妊娠中に大量の放射線を浴びると胎児に影響が出たり、眼に当たる 
と、しばらくしてから白内障になることがあります。
　一方、がんや遺伝性影響といった障害は、細胞の遺伝子が変異することで起こる影
響です。放射線は DNA を傷つけ、その結果、突然変異が起きることがあります。個々
の突然変異が病気につながる可能性は低いものの、理論的にはがんや遺伝性影響の原
因となる可能性が全くないとは言えません。そこで、がんや遺伝性影響については、
しきい線量はないと仮定されています。
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